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武蔵野のおもかげ
一
　
独歩と武蔵野
武む
蔵さし
野の
は、ふつう関東または武蔵野の平野の一部をさす語である。東西に三五キロ、南北二五ないし三〇キロ、その面積は七〇〇平方キロあま
りに達する平野という（ 『武蔵野』科学主義工業社、昭和
16・８） 。一般には、入間川・荒川・多摩川にかこまれ、東京都と埼玉県とにまたがる洪
積台地をいう（ 『国語大辞典』小学館） 。
また別ないい方によると、東京都と埼玉県にまたがる関東平野西部の台地一帯の称という（三省堂『コンサイス地名辞典
　
日本編』 ） 。
武蔵野は、古くは「むざしの」ともいい、また斎藤月
げっ
岑しん
編『江戸名所図会
　
巻之一』によると、つぎのような漢字を当てた。
牟む
邪さ
志し
……「古事記」
　　
胸む
刺さし
……「舊
く
事じ
記き
」　　
牟む
射さ
志し
……「万葉集」
国木田独歩（一八七一～一九〇八、明治期の詩人・小説家、本名・哲夫）が、詩的散文『武蔵野』 （菊
半はん
截せつ
版、明治三十一年［一八九八］に発
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独歩と武蔵野
一
　
武蔵野のなごり
―
三宝寺池
一
　
東京専門学校の自然愛好家
一
　
独歩とワーズワース
一
　
佐さ
伯いき
における独歩
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表）において、東京の郊外・渋谷村での見聞や雑木林におおわれたなだらかな武蔵野の丘陵の景観を、日記や感想をまぜて描写したことも、 〝武蔵野〟の呼称の普及にあずかって力があったと想像される。
いまや明治ははるか遠くにある過去の時代であり、この叙景文が発表になって一二〇年ほどになる。 『武蔵野』に収められている作品の多くは、
『太陽』 『国民之友』 『文藝倶楽部』などの雑誌に掲載された雑話や翻訳である。純然たる武蔵野のけしきを描いたものは、せいぜい「武蔵野（一）～（九） 」ぐらいである。
このなかに出てくる地名は、左記のようなものである。
入いる
　ま
間郡の小
こ
手て
指さしが
原はら
……埼玉県所沢市北部
―
武蔵野台地の中央部にある原。古戦場。
渋谷村
　
…………………
　
東京都渋谷区。
世田谷
　
……
　
東京都世田谷区。武蔵野台地にある。
小金井の堤
つつみ
　
……………
　
玉川上水に沿う堤。桜の名所。
目黒の行
ぎょう
人にん
坂ざか
　
…………
　
山手線目黒駅から目黒川の谷にくだる坂。
早稲田の鬼
き
子し
母ぼ
神じん
　
……
　
東京都豊島区南池袋にある日蓮宗の寺の俗称
新宿
　
……………………
　
東京都新宿区。淀橋台地
白しろがね
金
　
……
　
東京都港区南西部の地名。
多摩川
　
…………………
　
東京都西部を南東にながれ、東京湾にそそぐ
亀井戸の金
きん
糸し
堀ぼり
　
………
　
総武本線
　
錦糸町駅周辺の旧称。
木き
下ね
川がわ
　
…………
　
墨田区の北東端に位置。この地は中世には「木
き
毛げ
河がわ
」 、江戸時代には「葛飾野」とよばれ、将軍の狩場であった。
雑ぞう
司し
谷がや
　
……
　
東京都豊島区南部から文 部にまたがる 域。
井いの
頭かしら
池いけ
…… 井頭公園内の池。神田
上じょう
水すい
の
源みなもと
（ 「江戸名所図絵
　
巻四」 ） 。
善ぜんぷく
福（寺
じ
）池
いけ
　
…………
　
杉並区善福寺三―九―一〇にある、武蔵野のおもかげを残す「善福寺公園」内の池。
神田上水
　
………………
　
江戸の二大上水のひとつ。井の頭池を水源とし、神田・日本橋・京橋に飲料水を給した 明治三十三年廃止。
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作者の国木田が頭のなかで描いた〝武蔵野〟の範囲についてのべると、西の半面は、雑司谷を起点とし
―
板橋の中仙道の西側
―
川かわ
越ごえ
近傍
―
所沢
―
田た
無なし―
入いる
間ま
郡をつつみ立川駅
―
丸まる
子こ―
下目黒
―
布ふ
田だ
（現・調布市南部）
―
登のぼり
戸と―
二ふた
子ご
に及ぶも 。
東の半面は、亀戸あたり
―
小松川（現・江戸川区西部）
―
木き
下ね
川がわ―
千住のあたりまでをいう。
独歩が『武蔵野』において描いた自然の景物
―
四季の折々の風物
―
ながめに趣
おもむき
をそえるもの
―
とは、どのようなものか。
かれにとっていちばん心を引かれたのは、 〝武蔵野の美〟 （むさし野の詩
し
趣しゅう―
詩的な味わい）であった。独歩は明治二十九年（一八九六）の秋
のはじめから翌年の初春まで、渋谷村の小さなあばらやで暮らした。この
孤こ
屋おく
の縁先に立って見わたすと、庭の広さが何百坪もあった（ 「十年前
の田園生活」 ） 。そ 家は渋谷の郊外の丘のうえにあった。当時の渋谷は、いまとはちがって自然をむきだしにしたような田舎であった。
渋谷の通りから
野の
に出ると、そこに見られたものは、
楢なら
林ばやし―
田んぼ
―
小川
―
土ど
橋ばし
（上を土でおおった橋）
―
水車
―
樹林のひくい丘
―
茶畑
―
大だい
根こん
畑ばたけ―
牛舎などであった。独歩の借家は、六畳と二畳に台所が付いたもので、東京の商人が隠居所に建てた小さな家であった
（田山花袋著『東京の三十年』博文館蔵版、大正６・６） 。
かれは浮
う
き雲
ぐも―
林間の日光
―
風雨
―
虫の声
―
落おち
葉ば―
月光
―
霧―
樹林
―
小鳥の声
―
小川
―
遠方の連山
―
林影を映した水田
―
降雪
―
霜しも―
梅―
木こ
枯がら
し（晩秋から初冬にかけてふく風）
―
風のそよぎ
―
鳥の羽音
―
しぐれ（晩秋から初冬にかけてふる通りあ
め）の音
―
野わけ（秋のおわりから初冬にかけてふく強い風）
―
黄葉
―
夕ゆう
日ひ―
林―
畑―
農家
―
池―
茶店などの光景や自然現象に
熱い視線と関心をよせた。
むかしの武蔵野は、一面〝
萱かや
〟 （ちがや、すすきなど）の生い茂った野であったが、明治中期の武蔵野は〝林〟が、その特色であった。独歩に
よると、日本人は林というと、 〝松林〟だけが、文学や美術において認められたという。
楢なら
（ぶな科の落葉高木。山野に生じ、春に黄茶色の花が
咲く。材は家具や薪炭に用 られる）のような落葉林 美を知らなかった。
独歩が落葉樹の美しさに開眼するきっかけを与えられたのは、ツルゲーネフ（一八一八～八三、ロシアの作家）作
―
二葉亭訳「あいびき」の
冒頭の一節をよんでからである。
楢も黄
こう
葉よう
し、落
らくよう
葉する。それは特異な美観を提供した。黄葉とは、葉緑素が分解して色あせる現象である。武蔵野のひろい平原の林が黄や紅に
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染まり、日が西にかたむくころ、色づいた落ち葉のなかを歩くことは大きなよろこびであった。独歩によると、武蔵野の〝美〟は、四季や天候を問わず、野の小
こ
径みち
をあるくことによってえられるという。
いまや独歩の『武蔵野』にみられるような風景は、都内からすっかり姿を消してしまった。すこしでも自然の景観を味おうとするとき、都心か
ら三〇キロも五〇キロも離れねばならない。もうそこは他県である。
独歩が住んでいた渋谷の郊外とは、いったいいまのどのあたりなのか。江戸時代、渋谷は広き地であり、上中下の三村に分けられていた（ 「御
府内備考
　
巻之七十三」 ） 。渋谷はいまでこそ
殷いん
賑しん
をきわめる街であるが、江戸時代、農村であり、場末の偏境にすぎなかった（ 『渋谷区史
　
全』
昭和
27・６） 。明治三十年前後はまださみしい村であった。独歩の家は、代々木の原に接したいまの
松しょう
濤とう
のあたりであったようだ。田舎みちに沿
うたところに建つ〝わらぶき屋根のさみしい家〟であった。
やがて東国第一の大都会東京は、人と物とを吸収しつつ、都市化を推進し、武蔵野の自然を破壊し そこに住宅を建てた。その結果、東京とそ
の近郊の形相は、すっかり変 ってしまった。いわゆる都市が不規則にひろがる〝スプロール現象〟のはじまりである。
洗いさらしの着物に羽織を着、濃い茶色のソフトをかぶり、細いステッキ ついて もとめてほっつき歩いた独歩が生きていた
ら、そのあまりにも大きな変貌に悲憤の涙をながすことであろう。
明治三十年代
―
省線（
〝
国電
〟
の旧称）の代々木から新宿までの間にみられたものは
―
小高い丘
―
くぬ木の林
―
松並木
―
未懇地
―
西洋館
―
アパート
―
などであった（斎藤
弔ちよう
花か
著『独歩と武蔵野』晃文社、昭和
17・９） 。
一
　
武蔵野のなごり
―
三宝寺池
独歩が愛し描いた武蔵野の茅
かや
（チガヤ、ススキなど）原、なら、けやきの木、雑木林、畑、林間の小径、小川、池なども、この百年ほどのあい
だにすっかり姿を消してしまった。が、すべてが地上から消滅したわけではない。まだすこしは、武蔵野のなごりというか、余香が各地に残っている。
いまから
写スケッチ
生
しようとするものは、 〝
三さん
宝ぽう
寺じ
池いけ
〟 （東京都練馬区西部
―
石しゃく
神じ
井い
川がわ
の水源となっている池）である。それは、西武池袋線石神井
公園の南西一キロのところにある。となりの石神井池（幅五〇メートル、長さ七〇〇メートルの人工の池）とともに石神井公園に属している。
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三宝寺池は、むかしもいまも奥深い森林のなかにあり、物静かな湖面に樹木が影をおとしている。この池は井の頭の池よりも小さいが、かって
は水がきれいであることで知られていた。どんなひでりのときでも、水はかれることはなかった。形は小さくても、湖
みずうみ
であった（ 「四神地名録」 ） 。
またこの池の周囲 およそ五三〇余歩、池の中に小さい島、すなわち地
ち
霊れい
弁べ
財ざい
天てん
の祠
ほこら
が建っている（ 『江戸名所図絵
　
巻四』 ） 。
江戸時代
―
サムライや町人のなかには、武蔵野を探訪し、その遊歴を記録にとった者もいた。大田南
なん
畝ぽ
（一七四九～一八二三、江戸後期の文
人。幕吏）も、むさしのの古事来歴をさぐった一人だが、いつのころか不明だが、江戸大久保百人町の西木戸を出て、石神井の寺まで足をのばしたついでに、 三宝寺池を訪 ている。 の池のことを「大いなる池にして蘆
あし
葦よし
（水辺に自生するイネ科の多年草）しげれり」としるしている（ 「石
神井三宝寺遊記」 。
また文政五年（一八二二）九月
―
御三卿の清水家の広
ひろ
敷しき
用よう
人にん
（大名家の奥むきの用人）をつとめていた村尾正靖（周防［山口］の出身、名は
源右衛門、号は嘉
か
陵りよう
）は、石神井村の弁
べん
財ざい
天てん
（インドの神の名。七福神のひとつ。石神井公園内にある）をもうでるために、明け方に江戸を出発
した。
椎しい
名な
町―
上かみ
板いた
橋ばし―
恵（江）
古田町
―
上かみ
高たか
田だ
村むら
（現・中野区上高田）
―
中
村―
上かみ
鷺さぎ
の宮
みや
村―
伊い
草ぐさ
村―
関せき
村むら
（現・練馬区関町北）
―
をへて、石
神井 （江戸時代の土地の方言では、 「志
し
やくし村
むら
」という
（１）
）にいたった。
このあたりは人の往来はなく、ひとにものを尋ねることもできなかった。
が、やがて寺院や
社やしろ
と行きあたった。禅定寺（練馬区石神井五丁目）
―
道（道場）
常寺（練馬区石神井台一丁目）
―
三宝寺（練馬区石神井台一丁目）
―
氷ひ
川かわ
の社
やしろ
（氷川神社、練馬区上石神井台一丁目）などがあり、北の小さな坂
をくだると、むかいに弁才天の社
やしろ
（弁天祠
ほこら
）があった。
社やしろ
をとり囲んでいるのは、みな池（三宝寺池）であった。そこには
蘆ろ
荻てき
（あし、おぎ、ともに水辺の植物）が生いしげり、がんや鴨が水のうえをゆきかっていた。池をとり囲んでいるのは、みな高からぬ山
やま
（高地）である。
いまの三宝寺池と弁財天のやしろ。後背地は，石神井城趾。
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池の大きさは、七八十間
けん
（一間は約一、八メートル）である。子
ね
丑うし
（北北東）の方角に、赤松だけの山
やま
がみえた。池のすがたは、井
い
の頭
かしら
と似てい
た（ 「石神井の道くさ」 ） 。
三宝寺のうしろの山（城山、上石神井町二丁目
　
氷川神社の境内および附近の地
（２）
）に、豊島権
ごんのかみ
頭の城趾があった。豊島氏はかって勢力をふった
こともあったが、文明九年（一四七七）四月十八日、太田
道どう
灌かん
（一四三二～八六、室町中期の武将）のために攻めおとされてから廃城となった
（ 『江戸名所図会
　
巻四』 ） 。その後石神井村は室町（戦国）時代の永禄二年（一五六〇）ごろ、太田新太郎の知行地（江戸石神井十七貫五百文）と
なり、さらに徳川時代になると、幕府の直轄地となった
（３）
。
三宝寺池の周辺の土地は、かっては石神井村（上石神井と下石神井の二つから成る）といい、こんにち石神井台と呼ばれているのだが、江戸時
代の戸数はどのく いであっ のか。
明和六年（一七六九）の上石神井村……………………………………………………
 二三〇戸。うち本百姓二〇二軒。水
みず
呑のみ
百姓二十軒。道
どうしん
心（物乞
いをして歩く僧）が八軒。山伏が一軒。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人口は男女あわせて一〇六九人。
幕末
―
文政、天保、弘化、嘉永（一八一八～一八五〇）ごろの上石神井村……一五七戸
（４）。
三宝寺池は〝
湧わき
水みず
池いけ
〟であり、古くは四、五町余（約四、五百メートル）もあったが、幕末には東西約六〇間、南北約五〇間であった（ 「風土
記稿」 ） 。が、じょじょに周
まわ
りがうまり、いまの規模になった。池の水深は大部分が二メートルくらい、いちばん深いところで、二・八メートルほ
どという（ 『練馬区史』 、一二九一頁） 。
この池には、水鳥やフナやコイも多く、水草類が八〇〇余種自生し、 〝みつかしわ〟 （リンドウ科の多年草）や〝しゃくじいたぬきも〟などは、
天然記念物に指定されている（ 『日本歴史地名大系』 ） 。
池のまわりは古来禁猟地であった。毎年、冬になると鴨 たくさん集ってきたが、終戦 秋
―
占領軍兵士によって撃ちまくられてから、ほと
んど渡来しなくなった（島田謹介「あとがき」 『武蔵野』所収、暮しの手帖社、昭和
31・
12） 。
三宝寺池とその周囲には、昆虫類 千種余がおり、また池の をせきとめて人口の〝石神井池〟 （幅五〇メートル、長さ七〇〇メートル）がつ
くられ、都民に行楽の場を提供している。さらに石神井公園一帯は風致地区（昭和五年に内務省によって指定された） り、むさしのの自然を
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後世に永く保存する配慮がなされている。［資料］つぎに揚げるものは、江戸時代に「三宝寺池」をお
とずれた武蔵野の古事研究家らの見聞記である。
ここに
三さん
宝ぽう
寺じ
池いけ
と
称しよう
するあり
　
東ひがし
西にし
六十
間けん
余あまり
　
南みなみ
北きた
五十
間けん
　
狭せま
き
所ところ
四十
間けんほど
程
　
東ひがし
へのながれ百六十
間けん
ほど
　
池と
称しよう
すれども
　
湖こ
水すゐ
なるべし
　
このながれ
数すう
村そん
を
過すぎ
て
用よう
水すゐ
となり
　
下しも
板いた
橋ばし
同郡
に
落おち
て
　
瀧たきの
川がは
王わう
子じ
川がは
と
称しよう
す
　
豊と
島しま
村むら
に
出いで
　
末すゑ
は
荒あら
川かは
へ
合がふ
流りう
す
　
いかな
る
旱ひでり
にても
　
涸かれ
ることなく
　
下か
流りう
の
村むら〳〵
々
　
この
水みづ
に
て大
おほ
ひに益
えき
ある湖
こ
水すゐ
なり。斎藤鶴
かく
磯き『武蔵野話』より。
注・斎藤鶴磯（一七五二～一八二八、江戸時代中期、
後期の儒学者）は、江戸の人である。 「武蔵野話」と題する地誌を著わし、文政九年（一八二六）に刊行した。四十四余歳で所沢に移りすみ、武蔵野の各地を遍歴し
三さんぽうじのいけ
宝寺池
　
同どうしよ
所
にあり。
囘めぐる
帯こと
凡およそ
五百三十
余よ
歩ほ
。
中なか
に一
小せう
嶼しよ
あり。
則
すなはち
池ち
霊れい
弁べん
財ざい
天てん
の
祠ほこら
を
建た
つ。
此この
池ち
水すゐ
冬ふゆ
??????
??????
????
???????
?
???????????????
????????
?????????????? ???????
???????
????
?????????????? ???????
???? ?
???????????????????
???????????
富士街道
石神井池
氷川神社
浮島
厳島神社
城山
三宝寺
三宝寺池
中ノ島
道場寺
稲荷神社
禅定院
三宝寺池と
その周辺の地図
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温あたゝか
に
　
夏なつ
冷ひやゝか
なり。
洪こう
水ずゐ
に
溢あふ
れず、
旱かん
魃ばつ
に
涸か
れず。
湯たう〳〵かん〳〵
々汗々
として（水がさかんに
わき出る）
数す
十
村そん
の
耕かう
田でん
を
浸しん
漑がい
し、
下か
流りう
は
板いた
橋はし
・
王わう
子じ
の
辺あたり
を
廻めぐ
り、
荒あら
川かは
に
落お
ち
会あ
へ
り。
古こ
　らう
　いは
老云
く、
此この
池いけ
数す
魚ぎよ
の
中うち
、
鳥とり
居ゐ
の
印いん
文ぶん
あるものあり。
古こ
来らい
これを
猟すなど
りて
祟たゝり
を
受う
くるといへり。
 『江戸名所図会
　
第８巻』大日本名所図会刊行会、大正９・２より。
注・ 『
江え
戸ど
名めい
所しょ
図ず
会え
』は、江戸時代のさし絵入りの地誌である（七巻二〇冊） 。江
戸神田
雉き
子じ
町の名主・斎藤市左衛門一家が三代にわたって江戸や武蔵野の古蹟・名
勝などを研究調査して完成。天保七年（一八三六）刊行。
上
カミ
石
シャク
神
ジ
井
イ
村
ムラ
三
サン
宝
ポウ
寺
ジ
池
イケ
ノ図
ヅ
，斎藤鶴磯著「武蔵野話」所載。
北
弁天
池ノ東西六十余町南北五十余間狭キ所四十間東江流レ
　
百
六七十間
　
池中ニ弁天ノ
小
しようやしろ
社
有
　
風景ヨシ
「四神地名録」より。
豊嶋氏之古城之跡今ハ畑カラ堀
注・ 『練馬区史
　
歴史編』所収、東京都練馬区、昭和
57・
11。
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三宝寺の側にあるをもて
　
三宝寺池と称す、石神井川の水
すい
元げん
なり、古
ふるく
は大
おおき
きさ方
かた
四五町余
あまり
もありしか
　
漸ようや
く狹
せば
まりて
　
今は東西六十間余
　
南北
五十間余となれり、水面清冷にして
　
いかなる
久きゆう
旱かん
（長いひでり）にも
水みず
減げん
することなし、多摩郡
　
遅ち
野の
井い
村むら
善福寺池と水脈通せりと
云いう
、池
中多く蓴
じゆんさい
菜（池に自生する多年生 草）を生
じよう
す、生する所の魚は頭に鳥居の形ありと伝へ、捕
とらえる
ものは
必
かならず
祟たたり
を蒙るとて釣
ちよう
網もう
することを禁す、
『新編武蔵風土記稿
　
第一巻』雄山閣、昭和
32・２より。
注・文化七年（一八一〇）林
はやし
述じゅっ
斎さい
（一七六八～一八四一、江戸後期の儒学者）の建議によりおこなわれたのが「新編武蔵風土記稿」 （九〇巻）の編さ
ん事業である。約二十年後に完成。
　
同村
＊
三宝寺池と称
しよう
せる有
あり
。凡
ぼん
図ず
（略図）のことし
　
三宝寺池とハいへとも、三宝寺の池にハあらす地
ち
名めい
也なり
。此
この
池は井の頭の池より小なりといへとも
　
池の
面きれひにて水清し。いか成
なる
旱ひでり
にも水
みず
少すこし
も減せす、是
これ
より下流の村々用水として益
えき
有あ
る池なり。
池
水鳥・鯉・鮒も多く、中にも
卯ぼう
月げつ
（陰暦の二月）のころよりは
大おお
鷭ばん
（く
いな科の水鳥）来るといへり。大鷭は平生の鷭よりハ
甚じん
大だ
ひにて
味あじわ
ひ
佳か
な
り（よい） 。
上かみ
方がた
（関西方面）にてハ
　
至いたっ
て賞翫せる夏鳥
也なり
。井の頭より
遅野井村の善福寺池、
此この
三宝寺池
　
水脈通せりとみへて
　
関せき
村むら
土支田村の
出水も水道ならんか。
何いずれ
も
水みず
満まん
ま々ん
とし、いかなる
旱かん
魃ばつ
にも減せる事なし、
且かつ
井の頭の池と此
この
三宝寺池ハ、中
なか
に至
いたっ
て深き所有りて
　
底知れすといふ。
按かんがえる
に
虬きゅう
（竜の子）いるにや
有ある
へし。虬ハ形
粗そ
龍りゅう
に
似に
て深き水に むも
のと
云いう
。
土ど
人じん
（土地のひと）池とハ称すれとも、
堤つつみ
もなく自然と
其その
地ち
窪ひく
く
して
　
水の涌
わき
出で
る所なれは、小といへとも湖
みずうみ
といふへし。

「四神地名録」より。＊上石神井村のこと。
「四神地名録」にみられる三宝寺池の図。
『練馬区史　歴史編』昭和57・11より。
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注・
古ふる
川かわ
正まさ
辰とき
（一七二六～一八〇七、号は古
こ
松しょう
軒けん
。江戸後期の地理学者）
は、寛政五年（一七九三）幕府より武蔵国の地理調査を命じられ、府外五郡を調査し、地理図二枚と「四神地名録」 （二冊）をつくり、幕府に提出した。
北にくだる小坂あり、くだれば、向ひに弁才天の
社やしろ
あり、社をめぐりて皆
池（三宝寺池）なり、
蘆ろ
荻てき
生じけり、
雁がん
鴨かも
あまた下居て、かなたこなた水の
面をゆきかへる、いくらといふ数をしるべからず、池の
大おおき
さ七八十間ばかり、
四よ
面も
は東の一方のみ
明あけ
て、
余のこり
はみな
高たか
からぬ
山やま
なり、水の
子ね
丑うし
（北北東）の
方に、赤松のみ生
はえ
並ならび
たる山見ゆ、池の姿、井
ゐ
の頭
かしら
と相似たり、
この池の水いかなる日でりにも
枯かれ
る事なし、時として
水みず
水底より
湧わき
上あが
る事
ありと云、
社やしろ
は
巳み
（南南東）の方に
向むかっ
て
鎮しづ
もります、げにこの神に相対すと
いふべし
　

『江戸近郊道しるべ』平凡社、昭
60・８より。
注・ 『江戸近郊道しるべ』は、武蔵野旅行家・散策紀行家村尾正靖（一七
六〇～一八四一、号は
嘉か
陵りょう
。御三卿のひとつ清水家の御広敷用人） 著作で
あり、一名『嘉陵紀行』 『四方の道草』ともいう。
寺てら
左ひだり
の方
ほう
後こう
（向）に池あり。三宝寺池とはいへども、三宝寺の池にはあらず、地名なり。弁天社、氷川明神の社
やしろ
（土地の神をまつるお宮）あり、別当
を三宝院といふ。豊島左衛門某の古城跡あり。大
だい
なる池にして蘆
あし
葦い
（あし、よし）しげれり。
　

『大田南畝全集
　
第
17巻』岩波書店、平成
17・４より。
「新編武藏風土記稿巻之十三　豊島郡之　五」。
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注・これは大田南
なん
畝ぽ
（一七四九～一八二三、江戸後期の文人）の紀行文（ 「石神井三宝寺遊記」 ）である。
〔
沢さわ
池いけ
〕　
三宝寺池
　
池いけ
周囲
凡およそ
五百間
余あまり
（およそ一キロ）直径南北六十間
　
東西百六十間
　
深キ所
　
凡およそ
三さん
丈じょう
（一丈はおよそ三・〇三メートル）浅キ所
一丈二尺
　
池ち
水すい
清せいれい
冷
　
西南ノ角ニ当テ
湧よう
仏ふつ
スル（わき出る）所多シ
　
池ち
中ちゅう
鯉こい
鰻まん
鱺れい
（うなぎ）
鯰なまず
鮒ふな
ノ類
　
並ならび
ニ
蓴じゅん
菜さい
藻そう
草そう
等ヲ
生しょう
ス
　
池ち
水すい
東ひがし
下しも
石神井村ニ
至リ
　
関せき
村むら
溜たまり
井い
出で
水みず
ト合流シ
　
諸村ノ用水トナル
注・ 「東京府志料
　
巻之九十九」 『東京府志料
　
四
　
巻之八十九
―
巻之一百
六』所収、東京都、昭和
36・２より。
一
　
東京専門学校の自然愛好家
明治二十年（一八八七）三月
―
山口中学校を学制改革のため退学した独歩
は、四月に上京し、しばらく神田にあった某法律学校に通ったがやめ、翌二十一年五月（十八歳）
―
東京専門学校（現・早稲田大学）英語普通科（英学
科）に入学した。創立後五年 かたたぬ同校は、中学中退者や編入志願者にひろく門戸を
（５）ひらいていた。
独歩が東京の都会生活のなかから、生命の実相を自然を通じて
（６）
捉えようとし
たのは、郊外
―
田園地帯
―
を歩くことによってであった。またかれが自然
にたいして趣味を感じはじめたのは、ワセダの〝散歩時代
（７）〟であったようだ。
そのころの早稲田近辺はどのような所であったのか。ひとことでいうと、こ
んにち想像もできないほどの鄙
ひな
びたいなか、草深いいなかであった。
『四神地名考　１』（写本）にある三宝寺池（録）とその周辺の図。
［法政大学附属図書館蔵］
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当時、村
むら
といったほうがよかった。江戸時代、早稲田村は元
もと
牛込村の地であった。小
こ
名な
「早
ワ
稲セ
田タ
」と称するようになったのはいつのころからか
はっきりしないようだ（ 「新編武蔵風土記稿
　
巻之十二
　
豊島郡之四」 ） 。
東京専門学校は、大名屋敷跡に建てられた小さな学舎であった。校舎が二つか三つぽつんと畑や田
たんぼ
圃のなかに立っていた。学校のまわりには町
家が軒をならべていた。梅の林
―
畑―
茗みょう
荷が
畑―
雑木林
―
休やすみ
茶じゃ
屋や
（ダンゴやすしなどを出す）なども、そこここにみられた。早稲田はむか
しから茗荷の産地として、早くからその名が聞こえていた（市島謙吉著『春城随筆』早稲田大学出版部、大正
15・
12） 。江戸の近郊のおもかげが
まだ残っていた。雪が降った夜 ど、キツネが鳴くような所であった。ときどき山の手線の汽車の音が、野をかすめて聞えてきた。 （田山花袋著『東京の三十年』 ） 。
独歩が学生として身を置いたところは このような環境であった。かれが英語普通科（英学科
―
三年制）で学んだものは、つぎのような科目であった。
　
英学科
予
　　
科
　　　
下
　
級（
一週十五時
）
　　　
上
　
級（
一週十五時
）
綴字法読
　
法（
第一第二読本類
）
文
　
法
地
　
理
文
　
法
読
　
方
パーレー氏英国史スウ井ントン氏英国史グードリッチ英国史
　
本
　　
科
　　　
第六級（
一週十二時
）
　　　
第五級（
同上
）
　　
ホーセット氏
輪
　
読
　　　　　
小
　
経
　
済
　
論
　　　
ギヅー氏
　　　　
文
　
明
　
史
　　　
モーレイ氏
　　　
天
　
然
　
地
　
誌
　　　
ユニヲン
諸
　
法
　　　　　
第
　
四
　
読
　
本
　　
マコーレー氏
輪
　
講
　　　　　
クレイヴ伝
　　　
ハクスレイ氏
　　　　
人
　
身
　
窮
　
理
　　　
マコーレー氏
　　　
ミルトン伝
　　　
ユニヲン
読
　
法
　　　　　
第
　
四
　
読
　
本
講
　
義

講
　
義

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注・ 『東京横浜毎日新聞』第三七五一号付録にのった「東京専門学校課程表」 （明治
16年）より。
予科（本科の予備の課程）において、
綴スペリング・ブック
字法
・英文法・読本などを学んでいる。上級になると、Ｓ・Ｇ・グッドリッチの『万国史』や『英国
史』 （
S
.G
.G
oodrich:A
 pictorial history of the w
orld, ancient and m
odern, for the use of schools / A
 pictorial history of E
ngland ）,
ハーレーやスウィン
トンの『万国史』 （
H
arley&
S
w
inton:O
utlines of the W
orld ’s historyN
.Y
.I&
II ）などを教材として用いた。
東大では国漢をのぞいて、講義はすべて英語でおこない、答案もすべて英語で書かせたが、東京専門学校の本科においては、高級な専門書の釈
義を、日本語でおこない、つぎのような教材が用いられた。
　　　
第四級（
同上
）
　　　
第三級（
同上
）
　　
マコーレー氏
輪
　
講
　　　　　
ヘースチング伝
　　　
テリー氏
　　　　
法
　
律
　
原
　
論
　　　
バジホット氏
　　　
英国憲法論
　　　
アメリカン
読
　
法
　　　　　
スピーカァ
　　
マコーレー氏
輪
　
講
　　　　
ハラム氏憲法史評
　　　
ミル氏
　　　　
代議政体論
　　　
ベンタム氏
　　　
道
　
徳
　
法
　
論
　　　
アンダウード氏
読
　
法
　　　　
英国大家詩文集
　　　
第二級（
同上
）
　　　
第一級（
同上
）
　　
テンドル氏
輪
　
講
　　　　
ベルファスト
　　　 　　　
アッドレッス
　　　　
ミル氏
　　　 　　
自
　
由
　
論
　　　
スペンサー
　　　 　
道
　
徳
　
論
　　　
スプレーグ氏
読
　
法
　　　　　　
詩
　
文
　
集
　　
スペンサー氏
輪
　
講
　　　　
制
　
度
　
論
　　　
ボエン氏
　　　　
哲
　
学
　
史
　　　
ホルランド氏
　　　
法
　
理
　
論
　　　
シェクスピヤー氏
読
　
法
　　　　
院本
　　　
シーザア
講
　
義

講
　
義

講
　
義

講
　
義

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［著者名］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［原書名］
（輪講）
　
Ｈ・ホーセット
　　
『小経済論』
　　　　　　　　　　　
F
aw
cett,H
:M
anual of political econom
y,L
ondon,1884
（講義）
　
ギゾー
　　　　　　
『文明史』
　　　　　　　　　　　　
F
.P
.G
.G
uizot:T
he history of civilization
（〃）
　
モーレー
　　　　　
『天然地誌』
　　　　
？
（読法
　　 　 　 　　　
『ユニオン第四読本』
　　　　　　　
U
nion the fourth R
eader
（輪講）
　
マコーレー
　　　　
『クライブ伝』
　　　　　　　　　　
M
acaulayT
.B
.M
: E
ssay on L
ord C
live,L
ondon,1903
（講義）
　
ハクスレイ
　　
『人身窮理』
　　　　　　
？
（講義）
　
マコレー
　　　　　
『ミルトン伝』
　　　　
？
（輪講）
　
〃
　　　　　　　　
『ヘースチング
　　　　　　　　
M
acaulay:E
ssay on W
arren H
astings,L
ondon,1897
（講義）
　
テリー
　　　　　　
『法律原論』
　　　　　　
T
erry,H
.T
:F
irst principle of law
,N
.Y
.1886,T
okyo,1887
（〃）
　
バジホット
　　　　
『英国憲法論』
　　　　　　
W
.B
agehot:T
he E
nglish C
onstitution,N
.Y
.1886,T
okyo1887
　　　　
Ｆ・スタンレ の担当
　　
（英会話）
（輪講）
　
マコレー
　　　　　
『ハラム氏憲法史評』
　　　　　　　
？
（講義）
　
ミル
　　　　　　　
『代議政体論』
　　　　　　
M
ill,J.B
:O
n liberty,B
oston,1869
（〃）
　
ベンタム
　　　　
『道徳法論』
　　　　　　　　　　
？
（読法
　
アンダーウッド
　　
『英国大家詩文集』
　　　　　　　　
U
nderw
ood,F
.H
.:H
andbook of E
nglish L
iterature,B
oston,1875
（輪講）
　
ヲ（ティンダル）
ンドル
　　　　
『ベルファスト・アッドレッス』
　　
T
yndall,J:T
he B
elfast A
ddress,T
okyo,1882
（講義）
　
ミル
　　　　　　　
『自由論』
　　　　　　　　　　　　
M
ill,J.S
:O
n L
iberty,B
oston,1869
（〃）
　
スペンサー
　　　　
『道徳論』
　　
S
pencer,H
:P
rinciples of ethics,2
V
ols.N
.Y
.1893
（読法
　
スプレーグ
　　
『詩文集』
　　
？
（輪講）
　
スペンサー
　　
『制度論』
　　
S
pencer,H
:P
olitical Institution,N
.Y
.1883
（講義）
　
ボーエン
　　　　　
『哲学史』
　　
F
rancisB
ow
en:M
odern P
hilosophy from
 D
escartes to Schopenhauer and H
artm
ann.
L
ondon,1877
（〃）
　
ホルランド
　　　　
『法理論』
　　　　
H
olland,T
.E
:E
lem
ents of Jurisprudence,O
xford,1882
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（読法）
　
シェイクスピアー
　『シーザー』
　　　　　　　　　　　
S
hakespear,W
:Julius C
aesar,N
.Y
.1883
注・中西敬二郎「 『早稲田大学』と洋書」 （ 『早稲田大学史紀要』 、第二巻第二号所収、昭和
43・６）を参照。
明治二十三年（一八九〇）七月［二〇歳］ 、独歩は英語普通科三年の課業をおえたが、カゼのため学年末テストを二科目（ 『英国大家詩文集』と
『生理』不詳）うけず落第した。しかし、九月追試をうけ仮
かり
及きゅう
第だい
した。のちに政学部英語政治科一年に入学したが、翌明治二十四年（一八九一）
三月、鳩山校長排斥運動にかかわり退学した。
英語普通科の三年生のとき履習した科目と成績が残っており、それをつぎにしるそう。
［教科担当者］
　　　　　
［科目］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　［成績］
高田早苗
　　　　　
ミル『代議政体論』
　

90　　
高田早苗？
　　　　
スペンサー『代議政体論』 （じっさいは『道徳論』か『制度論』であったらしい）
　

95　　
？
　　　　　　　　
アンダーウッド 英国大家詩文集』

○
　　
坪内逍遙
　　　　　
『憲法』 （バジホットの『英国憲法論』のことか）
　

65　　
？
　　　　
「生理」

30　
15
坪内逍遙
　　　　
「文体」
　

75　　
？
　　　　
「英作 」
　

65　　
Ｆ・スタンレー
　　
「会話」
　

79　　
　　　　　　　　　
「土佐日記 「徒然草」
　

60　　
　　
「孟子」 「漢作文」
　

77　　

注・ 「明治廿三年
自九月至十月
　
編入未済評
　
点表
　
英語普通科第三年級」 （ 『定本
　
国木田独歩全集
　
第十巻』所収、学習研究社、平成７・７）より。
父親・専八（旧播州竜野藩士、のち判事補から裁判所書記に格下げ）は、独歩をゆくゆくは帝大に入れるつもりであったが、本人は「私立学校
（16）289
のほうがよい
（８）
」といって神田あたりの私立法律学校（学校名は不詳）に入った。しかし、しばらくしてそこをやめ、東京専門学校に転校した。
独歩は英語普通科の学生になってから、英書をよくよむかたわら、ドイツ語の書物もよくみていたという。学校の勉強
―
課業のほうはあまり
身を入れてやらなかった。ワセダ時代の独歩は、まず半分というより、七・八
分ぶ
まで授業に出席せず、好きなことばかりしていた（中桐確太郎
「早稲田時代の独歩」 ） 。けれど先輩から勧められたり、じぶんが書店でみつけた本
―
文学・哲学・歴史・政治・経済に関するものをよくよんだ
し、人をつかまえ は議論した。
またひとりでよく散歩し、学校ちかくの早稲田、戸塚・目白をくまなく歩き、古ぼけた稲荷堂、枯れかゝった松の木などをみつけては、ひとり
でうれしがっていた。散策こそ、かれの生
いのち
命であった（田村江東「早稲田時代」 ） 。
本をよむときのほか、天気がよいといつも毎日欠かさず散歩に出かけた。外に出るにしても、同伴者を好まず、ひとりのほうがよ ようであっ
た。
独歩は、明治二十三年（一八九〇）九月［二〇歳］
―
英語普通科より政学部英語政治科に偏入学した。当時の政学部は、邦語政治科と英語政
治科の二つから成っていた。後者は政治・経済・財政学・史学などを英書
00
を用いておこなった。英語政治科は、なかなか気
き
炎えん
家のあつまりであっ
たという。
かれらは意気軒こう、むやみに悲憤こうがいし、さかんにそのときそのときの社会的な 来ごとについて議論 。学生のなかには、京都の同
志社から来た不平党もすくなくなかった（金子筑水「早稲田在学時代の独歩」 ） 。
そのうちに鳩山和夫校長への不信と英語政治科改革要求（三文学者の追放、教授法の改善）にたいする回答から、翌明治二十四年（一八九一）
三月退学を決意した。その後、書物を買い込んで、両親のいる山口県の麻
おがう
郷村（海にちかい山村、小丘が起伏している風景のよいところ）に帰っ
た。かれはさかんに読書をしたが ワーズワース詩集やカーライルの評論などに親しんだ 十月、田
た
布ぶ
施せ
村波野（山口県南車部）に〝塾〟 （ 「波野
英学塾」 ）をひらき、英語・数学・作文など 教えた。
一
　
独歩とワーズワース
国木田独歩がよんだと考えられる外国作家に
―
ツルゲーネフ、エマーソン、テーヌ、ジョンソン、アーヴング、カーライル、バイロンなど、
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枚挙にいとまがないが、中でもいちばん
親しん
炙しゃ
したのは、ウィリヤム・ワーズワース（一七七〇～一八五〇、湖水地方に住み自然をうたった英詩
人）であった。ワーズワースがわが国に紹介されたのはいつごろのことであろうか。
原田俊孝編『日本におけるワーズワース文献』 （桐原書店、平成２・１）によると、それは明治四年（一八七一）のことという（ 「はしがき」 ） 。
中村正直訳『西国立志編』 （木平謙一郎蔵版） その名がみられるという。いわく「日本ではじめて窩
ウヲーヅウヲース
圖窩士に言及」とある（一頁） 。この本はよ
く売れ、よくよまれたものであり、筆者は後版（自由閣、明治
20・４）をもっている。表紙には、つぎのようにある。
　
中村正直訳
　　
英国斯
スマイルス
邁爾斯著
　　　
西国立志編
　　　　
原名
　
自助論
　　
一千八百六十七年
　
倫敦出版
　
明治二十年二月発兌
奥付には、明治二十年四月出版　　
原版人
　　
木平
　
譲
　　　　　
東京府平民
　　
出版人
　　
西村富次郎
　　
発兌元
　
自由閣
とある。原著者はサミュエル・スマイルズ（一八一二～一九〇四、イギリスの著述家。エディンバラ大学で医学をまなんだのち、 『リーズ・タイムズ』の編集人となる）といい、その代表作が
Self-help （ 『自助論』 ）である。
“窩
ワ ー ズ ワ ー ス
圖窩士”が出てくるスマイルズの
『自助論』。
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同書の第一編三十二に、 「窩
ウヲーヅウヲース
圖窩士」のことが出てくる。
［三十二］窩
（ワーズワース氏）
圖窩士ノ論幷
ならび
ニ多
＊トークウイール
克未爾ノ事
上ニ記スルトコロ及
およ
ビコノ下ニ録スル所ノ
　
古今人ノ例
タメシ
ヲ観ルトキハ
　
人タルモノ
　
自己奮発
　
勉励ノ力ニ由
よ
リテ
　
許アマタ
多ノ事業ヲ成シ得ベキ
ヿこと
ヲ理会
スベシ
　
然レドモ
　
一いっ
生しょう
ノ間
あいだ
　
他人ヨリ補助ノ益ヲ得ルヿ亦
また
大だい
ナレハ
　
コゝニ着眼セザルベカラズ
　
詩人窩
（ワーズワース氏）
圖窩士曰
いわ
ク
　
コゝニ二
に
事じ
アリ
　
互たがい
ニ相
あ
ヒ背反
スルモノゝ如クニシテ
　
相ヒ並
ン
テ行カザルヘカラザルモノアリ
　
則すなわ
チ堅ク人ニ
9
倚いらい
頼スル
9
（たよる）スルト堅ク自己ニ倚頼スルトノ二事ナリ
9
（後略）
注・一編三十六より
＊
A
lexisdeT
orqueville
これが本邦における最初のワーズワースへの言及だとすると、二番目の紹介は、十四年後
―
明治十九年（一八八六）五月に雑誌『文学雑誌』
（第一二巻、日本文学会）にのったワーズワース小伝である。題して「詩人ウーヅオルスの伝」 （八二五～八三五頁）という。
氏し
は千七百七十年四月廿日
　
英国カンフラント州コツクルマクスの貴
き
族ぞく
の家
いへ
に生
うま
る
　
其その
家いへ
系すじ
は遠
とを
く古
いにしへ
に興
おこ
り
　
世よ
々ゝ
貴き
族ぞく
の位
ゐ
置ち
を占
し
めり
　
而しか
して其
その
父ちゝ
は
貴き
族ぞく
中ちやう
に於
おい
て名
めい
望ぼう
家か
の一人なり
　
氏に四人の兄
けい
弟てい
と一人の妹
いもをと
あり
　
氏は其
その
第二子なり
　
氏は彼
か
の有
ゆう
名めい
なる諸
しよ
川せん
中ちゆう
の最
もつと
も美
び
なるものと世に称
しやう
讃さん
せられたる
デルウエント川の堤
てい
畔はん
の家
いへ
に成
せい
長ちやう
せり……
またかれが詩歌にたいして開眼したのは、ランカシャー州 ホ クスヘッド村のグラマースクールに通っていた少年時代にみた自然の夕景に感欄外注記として
―
窩（ワー ズワー ズ）
氏安永
三年生
　
弘
化三年没
Wordsworth
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動したためである。
吾われ
始はじ
め意
い
を詩
し
学がく
に発
はつ
せしは
　
十四歳の時
とき
僻へき
邑やう
（土地がへんぴ）の学
がく
校かう
に在
あ
りし日
ひ
　
近きん
傍ぼう
の村
そん
落らく
を歩
ほ
行こう
せしに
　
恰あたか
も好
よ
し其
その
山さん
野や
に生
せい
植しよく
したる松
しやう
柏はく
（松や
かしわ）の嫩
とん
葉ゑう
（若い葉）緑
りよく
枝し
悉こと〳〵
く夕
せき
陽やう
（入り日）に映
ゑい
し
　
実じつ
に美
び
麗れい
なる風
ふう
景けい
を観
み
たるに由
よ
るなり
ところで独歩は、いついかなる経路によってワーズワースのことを知ったのであろうか。この点に関しては、これまでまだ明確にされていない。
かれが山口から上京したのは、明治二〇年（一八八七）四月のことであるが、ワーズワースの名を知ったのは、東京に来てからと考えられている
（９）
。
独歩が東京専門学校に在籍したのは、明治二十一年（一八八八）五月から同二十四年（一八九一）三月までの約三ヵ年である。かれは東京専門学校の英語普通科の教材のなかで、ワーズワースを習っていないだろうか。予科や本科において用いた読法（訳読）教材として
は、つぎのようなものがある。
予科
　『スウィントン第一、第二読本』
　
W
.S
w
inton:Studies in E
nglish L
iterature
注・これはどの版本か不明である。筆者がみたものは
A
m
ericanB
ookC
om
pany 社（一八八〇年刊）のもの。このなかにワーズワースの「幼年時代を
追想して不死を知る頌」 （
Intim
ationsofim
m
ortalityfrom
recollectionsofearlychildhood ）の詩が一つ、注付きで収録されている（二八九～二九二頁） 。
もう一つは、三省堂書店（東京神田区裏神保町一番地）から刊行された翻刻本である。初版は明治
22年９月、二版は翌
23年１月に出版。おそらく独歩
は、この翻刻本を習ったものであろう。
本科
　『ユニオン第四、第五読本』
注・この中にワーズワースの略伝と詩篇一つを収録。
　
〃
　『英国大家詩文集』
　
F
rancisH
.U
nderw
ood:H
andbook of E
nglish L
iterature,B
ritishauthors,1875
注・この中にワーズワースの略伝と詩篇六つを収録。すなわち
―
　　
頌オウド
歌
O
de
（20）285
「幼年時代を追想して不死を知る頌」
　　　　　　
（
Intim
ationsofim
m
ortalityfrom
recollectionsofearlychildhood ）
「自然を愛する心」
　　　　　　　　　　　　　　
（
T
heloveofnature ）
「ティンタン寺ちかくで詠
よ
める詩」
　　　　　　　
（
F
rom
L
inescom
posednearT
internA
bbey ）
「嵐の中のピール城の絵に題して」
　　
（
S
tanzassuggestedbyapictureofP
eeleC
astleinastorm
）
「ウェストミンス ー橋上にて詠めるソネット」
　（
S
onnetcom
posedonW
estm
insterB
ridge,1803 ） ［
L
ondoninearlym
orning ］
「肖
ポートゥレット
像画」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
A
P
ortrait ）
「私らは七人」
　　　　　　　　　　　　　　　　
（
W
eareseven ）
注・アンダウッドの『英国大家詩文集』の二七〇～二七六頁。
また坪内逍遥は、予科の「読方」 （のち「英詩文訓釈」に収録、東京専門学校出版部、明治
28年刊）において、ワーズワースの抒情詩二遍
―
T
o the C
uchoo 「呼
かっ
子こう
鳥どり
に」と
Intim
ations of im
m
ortality from
 recollections of early childhood 「幼時を憶うて不死を知るの歌」の二篇を注釈している。
ひょっとして独歩は、教場においてテキストを通じてワーズワースのことを知る機会があったかも知れない。
スウィントンの『第一読本』（『英文学研究』1890年）。
［早稲田大学中央図書館蔵］
アンダーウッドの『英国大家詩文集』（1875年）。
［早稲田大学中央図書館蔵］
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また東京専門学校入学からかれのワーズワース熱が頂点に達する佐伯時代まで
―
明治二十一年（一八八八）五月から同二十六年（一八九三）
九月ごろまで
―
諸雑誌にのったワーズワース関連記事をひろってみよう。
独歩が愛読していた雑誌には、 『国民之友』 （民友社）や『女学雑誌』 （女学雑誌社）などがあり、両雑誌はよくワーズワースについての小記事
を掲載した。まずかれの目にふれたであろう『国民之友』の記事に、つぎのようなものがある。
明治
21年（一八八八）８月………………
 徳富猪一郎「新日本の詩人」 『国民之友』第二八号所収。このなかに、ワーズワースの名が二度ばかり出てくる。詩人は人生のあり方にもっとも力があり、こまやかな心情にふれるように解釈する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
真正の詩人
00000
、即
すなわ
ち高尚なる意味に於ての詩人
0000000000000
、彼
か
の
0
ヴォルヅヴォルスが明言したる如く
00000000
、 （後略）
　　 　
……………………
　　
 試みにセッキスピヤ、ミルトン、ヴォルヅオルス、バイロン等の詩集に就
つ
いて之れを質
ただ
せ、必ず余
よし
師（じぶん
に感化をあたえるもの）あらん、 （後略）
＊明治
22年（一八八八）４月……………
 「書目十種」 『国民之友』第四八号附録所収。これは名士の愛読書を紹介した記事である。
　　　　　　　　
 上村正
まさひさ
久（一八五八～一九二五、明治・大正期のキリスト教の指導者）は、つぎのようにのべている。
　　　　
 （前文略）ミルトン
　
ウオスウォルスの詩（中略）は
　
余が座右の友として平素嗜好する所のものなり
明治
23年（一八九〇）
10月………………
 山田
美びみょう
妙（一八六八～一九一〇、明治期の詩人・小説家 評論家） 「日本韻文論（二） 」 『国民之友』第九七号
所収。このなかにワーズワースの名が出てくる。
　　　　　　　　　　
 この十九世紀の前半期は
　
さて其
その
時代にも譲
ゆず
らぬ勢
いきおい
、岸の砂も路
ろ
傍ぼう
の柳
やなぎ
もすべて韻文を歌ひました。中で屈
くっ
指し
なのは（とくにすぐれているのは）をるづをるす、こりれツぢ、 イつ、シエれい、……
（22）283
同年
11月……………………………………
 徳富猪一郎「文家秘訣（一） 」 『国民之友』第九九号所収。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 誰だれ
も皆
みな
己おの
が得意の詩人をもつものなるが、余が愛する所はウヲルヅウヲールスなり、……
明治
24年（一八九一）５
 山田美妙「韻文、山の翁（一） 」 『国民之友』第一一八号所収。これは「マイケル」 （牧歌、短長格の詩行）を五・五・七に訳したものである。解説にいわく
―
　　　　　　　　　　
 原作は英の詩
しろう
老（老詩人）をるづをるすの吟
ぎん
（詩歌）で、鄙
ひ
唄うた
（いなかのうた）の一
ひとつ
です。訳するに方
あた
つて、
日外森鷗外氏が戯曲翻訳論を国民新聞に掲けられた其
その
論旨もほと〳〵思ひ当りました。
　　　　
……………………
　　
 原作は五脚のアイアムパス
即すなわ
ち十音の一列です。 （中略）そこで
此この
翻訳に於ては五五七を
以もっ
て
当あ
て
嵌は
めて見ま
した。
　　　　　　
狂ひたち、吠
ほ
え哮
たけ
る
　　
ぐりねどじるの渓
たに
河がは
を
　　
さかのぼり小
こ
道みち
に入れば、
　　
屏風岩、山たかく
　　　　　　
おもてを掠
かす
め、
　　
よぢ上
のぼ
る足もとも
　　
ほとゝ危ふし。
　　
山と山閉ぢこめて
　　
人も住まはず、
　　
二つ三つ岩
いはまゆ
間行く
　　
羊のすがた、
　　
そら高く舞
ま
ふ鳶
とび
の
　　
影のみ見えて、
　　
目のかぎり寂
じやくばく
寞の
　　
さかひなりけり
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同年６月……………………………………前者のつづき「韻文、山の翁（二） 」が、 『国民之友』第一二一号に掲載された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
韻文、山の翁（二）
　　 　　　　　　　　　　　
美
　　　　
妙
　　
これもまたむかしぶり、
　　
烟けむり
出だ
し窓の横の方、
　　
天井の
　　　　　　　　　
くぼみの穴に
　　
日の暮れて妻が手に
　　　
點とも
してろこに夜
よ
毎ごと
置く
　　
ともし火も
　　　　　　
思へば長き家の侶
とも
。
　　
むかしより
　　
絶えず変はらずこ 家
いへ
に
　　
きら〳〵
　　
照り輝きて、いくとせか、
　　
たのしげに
　　
共かせぎける人々も
　　
照らしけん。
明治
25年（一八九二）３月………………
 徳富猪一郎「コンコルド哲人の片金遺玉
　
三」 『国民之友』第一四九号所収。
　　　　　　
このなかにワーズワースのことが何度か出てくる。
　　　　
 エ（エマーソン）
モルソン氏はグレーロックを指
さ
して謂
となえ
て曰
いわ
く、彼
かのところ
処わずかなる山あり。此
これ
は恰
あたか
も「ジ、エ
（イクスカーション）
キスコルシヨン」
（ウオヅウオルスの作）を読む可
べ
き場所なりと考ふ。 （中略）
　　　　
……………………
　　
 ウオヅウオルスは
　
実に英国詩人なり
9
9
9
。高
たか
潮しお
の9
標ひよう
まで9
上あが
る9
者ものひと
独り
9
彼かれ
あるのみ9
。彼に於ては自然なる所も
9
侘わび
（閑
居をしずかに味わいたのしむ）の作者
9
は9
之これ
を9
粧よそお
うざるを9
得え
ず9
。
同年５月……………………………………
 「藻
そう
塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一五五号所収。このなかにワーズワースのことばが引かれている。
　　　　　　　　
自然ノ天地
　
己レヲ愛セシ心（人）ニ
　
決シテ負カザリキ
　　
ウヲルヅウヲルス
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同年６月……………………………………
 「藻塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一五六号所収。このなかにワーズワースのことばが引かれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
余
レ
天てん
ニ虹
にじ
ノ横
よこた
ハルヲ見
み
ルヤ
吾われこころおど
心躍ル
　　
ウヲルヅウルス
同年
11月……………………………………徳富猪一郎「詩人の題目」 『国民之友』第一七一号所収。このなかにワーズワースの名がみられる。
　　　　　　　　
 仏国革命の大火を見て、
驚きよう
嘆たん
賛さん
美び
の情に
堪た
えずして、 （中略）英国に自由思想を
鼓こ
吹ぶ
したる者は、
ソ（サウジー）
ウセイ、
コールリツヂ、ウヲルヅウヲルスの徒
と
にして……
同年
11月………………………… 「藻塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一七一号所収。
　　　　　　　　　　
極きわ
メテ卑
いや
シキ
　
花モ涙ノ届
とど
カヌ思想ヲ
　
時トシテハ起
おこ
スヲ得
え―
ウヲルヅウヲルス
同年
12月…………………… 「藻塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一七四号所収。
　　　　　　　　
智ちえ
慧ハ
　
仰あお
グ時ヨリモ
　
倣ふ
ス時ニ近シ
―
ウヲルヅウヲルス
明治
26年（一八九三）２ 「藻塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一八〇号所収。
　　　　　　　　
最もっと
モ馨
かんばし
キ花
はな
ハ
　
羞は
ヂ且
かつ
謙へりくだ
ル
同年２月……………………………………「藻塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一八二号所収。
280（25）
武蔵野のおもかげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
真しんび
美ハ
　
深しん
山ざん
幽ゆう
谷こく
ニ在
あ
リ
同年３月……………………………………「藻塩草
―
一語千金」 『国民之友』第一八三号所収。
　　　　　　　　
心眼ハ
　
幽独ノ福ナリ
＊同年４月…………………
 「幼年時代を追想して不死を知る頌」 （
Intim
ations of im
m
ortality, 一八〇三年～一八〇六年の作）の全十節を訳
したものが、つぎの翻訳である。第一節と第二節のみを引くと
―
　　　　　　　　　　
稚いとけ
き折のことを憶
おも
ひいでゝ永
えいごうそんざい
劫存在をさとるの歌
　　
ウオルヅウオルス作
　　
家永えい子訳
　　
第一節
　　
 野山の木にも
　
谷川の
　
水のながれも
　
万ものみな
物の
　
目に見ゆる限り
　
天あま
つ日の
　
光ひかり
てり添
そ
ひ
　
美うる
麗はしく
　
栄さか
へ
しさまを
　
愛め
でにしが
　
思へはこれは
　
昔にて
　
何いづこ
処を見ても
　
昔そのかみ
時に
　
見し形
ありさま
状ぞ
　
今はなき、
　　　　
第二節
　　
 天あま
かける鳥
　
匂ふ薔
ばら
薇
　
隈くま
なき空を照す月
　
星ほしかげうつ
影映る
　
水の面
おも
　
美うる
麗はしからぬ
　
物ぞなき
　
東に匂ふ
　
朝日
影
　
変かは
らぬ空に
　
昇のぼ
れども
　
何いづこ
処を見ても
　
その昔
むかし
時
　
見し尊
たふと
さの
　
跡ぞなき、
『国民之友』第一八六号所収。
つぎに同時期の『女学雑誌』に見られる、ワーズワース紹介のあとを見てみよう。
明治
21年（一八八八）６月………………
 筆者不詳「ヲイヅヲルスの
兄きようだい
妹
」 『女学雑誌』第一一一号の「叢話」所収。これはワーズワースと
愛あい
妹まい
ドロス
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ィとの友愛を描いた小文である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 英ヱイこく
国の詩
し
人じん
にして、其
その
尤もつと
も抜
ばつ
群ぐん
なる、蓋
けだ
しヲイヅヲルスに超
こ
ゆるはあらじ。心
こころ
なき山
やま
も之
これ
が為
ため
に笑
わら
ひ、無
む
情ぜう
の
草さう
木もく
も之
これ
が為
ため
に動
うご
き、日
じつ
暮ぽ
夕せき
陽やう
の天
てん
、野
や
鳥てう
一いつ
声せい
鳴な
き渡
わた
つては、之
これ
が為
た
めに極
きよく
大だい
の哲
てつ
理り
を現
げん
じ、又
ま
た人
にん
情ぜう
の変
へん
遷せん
道どう
念ねん
の起
き
伏ふく
なんど、こと〴〵く之
これ
が為
ため
に隠
いん
微び
の奥
おく
を示
しめ
す。凡
およ
そ如
かくのごと
此きもの一
ひ
と度
た
びヲイヅヲルスの目
め
に触
ふ
るれ
ば、乍
たち
まちにして活
くわつ
動どう
し、乍
たち
まちにして躍
やく
立りう
し、則
すなは
ち其
そ
の口
こう
頭とう
、沈
ちん〳〵
々として之
これ
を吟
ぎん
じ出
いだ
す。
明治
23年（一八九〇）１月～２月………
 と
ママ、ら「ウイリアム、ウォルヅウォルス伝（一～二） 」 『女学雑誌』第一九四号、第一九九号所収。これは未完
におわったワーズワース小伝である。
　　　　　　　　　　　　　　　　
 ウイリアム、ウォルヅウォルスは一千七百七十年四月七日英国カンベルランド県カツケルマウス郡に生る
　
父
は法律家にして
　
才識あり
　
雄弁の聞えありし人なり
　
ロンスデール伯の法律顧問を務めたり
　
母はアン、ク
ツクソンと云ひ
　
殊に道念高く
　
敬神の念深かりし方なりしと伝ふ
　
ウォルヅウォルス八歳の時
　
身まからる
　
然しかれども
共母上の子に対する愛ありて
　
然しか
も正しき処置は
　
未だ東西をも弁ぜざる幼心に染み渡り
　
後年此大詩人
一生の感情を支配せり
　　　　　　　　　　
 ウォルヅウォルス
に五人の兄弟あり
　
長男は代言人となり
夭よう
死し
し
　
三男は船長となり
　
若男
クリストフ
ハ
ア
は
　
宗教家となり
　
名僧伝の著者博士ウォルヅウォルスとして
　
其名を留めたり
　
唯一人の妹ドロシイハ則
すなわ
ち兄
ウォルヅ ス 慰
い
諭ゆ
者扶助者
　
共動者として
　
一生を送りし方
かた
にて
　
感情強く
　
文才詩才に富みし賢婦人
なり
同年４月……………………………………厳本善治「英文学は大なる文学なり」 『女学雑誌』第二〇七号所収。　　　　　　　　　　　　　　
 外国文学中、尤も謹
きん
厚こう
敬けい
虔けん
なる文学なり、純潔の思念、雄大なる理想其
そのなか
中に充満す、是
こ
れミルトンの文学なり、
ジヨンソンの文学なり、ボルク、カーライル 文学なり、バルンス、ウヲヅヲルス エマソン、プロウニング
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の文学なり、
同年８月……………………………………かすみ「深夜の星
　
こころの歌」 『女学雑誌』第二二四号所収。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヲイヅヲルスの句
く
に
　　
“T
om
ethem
eanestflow
erthatblow
scangivethoughtsthatdooftenlietoodeepfortears. ”
　　
人ひとし
知らぬ野
の
末ずへ
の花
はな
もうち見
み
れば、
　　
なみだあまりて言
い
ふよしもなし。
明治
24年（一八九一）１月………………
 厳本善治「田舎詩人、乱酒詩人」 『女学雑誌』第二四八号の「社説」所収。このなかに、ワーズワースの「ウェストミンスター橋上にて」の冒頭の四行（原 ）が引かれている。
　　　　　　　　　　
ヲイヅヲル 、倫
ロン
敦ドン
市し
街がい
の朝
あさ
景げしき
色を吟
ぎん
じて云
い
はく、
　　
N
e ’ersaw
I,neverfelt,acalm
sodeep!
　　
T
heriverglidethathisow
nsw
eetw
ill:
　　
D
earG
od:T
heveryhousesseem
asleep;
　　
A
ndallthatm
ightyheartislyingstill
明治
25年（一八九二）２月………………
 東京帝大のＪ・Ｍ・ディクソン教授が「アジア教会」で演説したも の大意抄訳。 「鴨長明とウオイヅヲルス」 『女学雑誌』第三〇五号所収。
　　　　　　　　　　
 長テフメイ
明とウオイヅウオースとは
　
共とも
に厭
ゑん
世せい
の詩
し
人ゞ ん
なり
　
其その
物ぶつ
外ぐわい
に逍
せう
遥よう
して
　
山さん
水すゐ
風ふう
煙ゑん
に嘯
うそぶ
くのところ相
あひ
肖に
たり
　
其その
洛らく
外がい
大ヲゝ
原ハラ
の
里さと
に
退たい
隠ゐん
せしと
　「ライダル」
山さん
頭とう
に
門もん
を
閉とざ
せしところ
　
相あひ
肖に
たり
　
其その
たのしみを「自然」の
学まな
びに捜
さぐ
りて
　
無む
常ぜう
迅じん
速そく
の浮
うき
世よ
をあはれみしところ相
あひ
肖に
たり
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 かれは彌
み
陀だ
の影
かげ
を追
お
ひ
　
これは基
クリスト
督の光
ひかり
を索
もと
めつゝも共
とも
に
　
心こころ
やすからざりしところ相
あい
肖に
たり
　
時ほとゝぎす
鳥初
はつ
音ね
聞きゝ
つ
るなごりには
　
しばしものこそいはれざりけれと歌
うた
ひしは
　　　　 　　　
“M
errysing,cuckoo,
　　
N
ow
ceasethounevernow
! ”
　　
 と口
くち
吟づさ
みしに相
あひ
肖に
たり
　
行ゆく
川かわ
の流
ながれ
絶た
えずして
　
よどみに浮
うか
ぶうたかたの世
よ
や栄
えい
華ぐわ
は
　
唯たゞ
ちりひぢにぞ似
に
たりけ
るとか……
同年７月……………………………………無名氏「郭
かっ
公こう
詞し
」 『女学雑誌』第三二二号所収。これはワーズワースの「か
（トウ・ザ・ククー ）
っこう鳥」を解説したものである。
　　　　　　　　　　
 西せいれき
暦
一千七百八十
年ねん
のころ
　「ライダル」の
山さん
頭とう
に
門もん
を
閉とざ
して
　
吟ぎん
詠えい
に
絶ぜつ
代たい
の
風ふう
雅が
を
発はつ
し、
英えい
国こく
の
詩し
壇だん
これよ
り
　
その風
ふう
潮てう
を変
へん
じたるは
　
詩し
隠いん
（かくれ住む詩人）ウイルヤム、ウオルヅオースの力
ちから
なりとす。
『国民之友』や『女学雑誌』のほかに、ワーズワースのものを掲載した雑誌や新聞に、 『日本英学新誌』 『青山評論』 『同志社文学』 『哲学雑誌』
『家庭雑誌』 『国民新聞』などがある。
明治
25年（一八九二）七月………………
 宮崎湖処子訳「るうしい、ぐれい」 （ウォルズウォース作） 『国民新聞』第七六一号附録所収。これは吹雪のため道にまよって死んだ少女のことを詠んだものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
るうしい、ぐれいのてゝはしも、
　　
知し
らぬ人
ひと
さへなかりけり。
　　
ある朝
あさ
かげの朝
あさ
戸と
出で
に、
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われもそのこを野
の
べに見
み
き。
　　　　
友とも
もなければ唯
ただ
ひとり
　　
ひろき芝
しば
生ふ
に遊
あそ
びつゝ、
　　
おのれ、うきよの垣
かき
の外
と
に
　　
ひらかむ花
はな
とも知
し
らずして。
　　　　
今いま
も芝
しばふ
生はかはらねど、
　　
野の
のけもののみ戯
たは
むれて、
　　
るうしい、ぐれいのうつくしき
　　
すがたは見
み
えずなりにけり。
明治
25年（一八九二）９月～
12月………
 増田藤之助「ウオーヅウォース『霊魂不滅』の歌」は、 『日本英学新誌』の第一三号、第一四号、第一五号、第一八号に、四回連載された。これはワーズワースの「幼年時代を追想して不死を知る頌」 （
Intim
ations of 
im
m
ortality from
 recollections of early childhood ）を解説し、訳文と注をつけたものである。
　　　　　　　　　　　　
 是こ
れ「自然」崇拝の高僧、英国の詩伯ウオーヅウオースが「幼時を回想して性命の不朽を知る」高貴なる詩な
り。
Intim
ations は幼時の追憶が霊魂の不朽を暗示する告
こく
知し
らせ也
なり
。
　　　　　　
空そら
をながめて虹
に
霓じ
見れば、われの心は飛び立つばかり。
　　
幼稚のときは斯
か
くありき。
　　
老ひても斯くぞあらまほし、
　　
さらずば生きて何にかせん。
　　
実げ
にや幼児は成人の父。
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造化の妙を敬愛する赤き天
まこと
真のこゝろもて
　　
世に在る日をば結びつらねん。
明治
26年（一八九三）２月～３月………
 増田藤之助「幼時の回想によりて性命の不朽を知る」は、 『日本英学新誌』の第二一号、第二二号、第二三号、第二四号に、四回連載された。
同年３月～６月……………………………
 夏目漱石「英国詩人の天地山川に対する観念」は、 『哲学雑誌』第八巻の七三号、七四号、七五号、七六号に四回連載。このなかで「ティンタン寺より数マイル上流にて詠める詩」と「虹」に言及。
＊同年４月～９ ………
 三分生「詩論（続稿） 」は、 『青 評論』の第三五号、第三八号、第四〇号に三回連載された。詩を研究する必要があるとしたら、ど ように研究したらよいのか。その方法を試みに説いたのが、この論文である
　　　　　　　　　　　　　　　　
　
このなかにワーズワースが何度か登場する。かれがロンドンを詠んだ「ウェストミンスター橋上にて」や
「一輪の花」などが例に引かれている。評者によると、われわれが自然に対して愛を感じるのは、神から与えられた一大賜物だという。自然の愛人たるワーズワースは、天地の勢力に霊魂の門をひらいた いう。
＊明治
26年（一八九三）９月……………『家庭雑誌』第十三号の「文芸」に、ワーズワースの詩篇の翻訳がのっている。
　　　　　　　　　　
母はゝ
のおもひ
　　
ウオルヅウオルス作
　　
家永えい子訳
　　
我わが
いとほしむ
　　　　
なでし子
こ
は
　　
何いづこ
処の庭
には
か
　　　　　
野の
か山
やま
か
　　
枯か
れしにまさる
　　　
かなしさの
　　
母はゝ
の嘆
なげ
きの
　　　　
深ふか
み草
くさ
　　
などわけて来
き
ぬ
　　　
もとの庭
には
　　
嵐あらし
さそひし
　　　　
ものならば
　　
わが身
み
もともに
　　　
ちりてまし
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生い
きて苦
くる
しき
　　　　
思おも
ひより
　　
末すゑ
野の
の露
つゆ
と
　　　　　
きえてんを
　　 　　　　　　　　
（後略）
同年
11月……………………………………
 「ヲルヅヲルス」 『同志社文学』第七一号所収。これは宮崎八百吉著『ヲルヅヲルス』 （民友社出版、明治
26・
10）の書評である。評者によると、同書は好箇の詩人論であり、まことの詩人のすがたを描いたものであると
いう。読書界において歓迎されることを切望するとある。
　　　　　　　　　　　　
 ヲルヅヲルスは実に英国ミルトン以后の大詩人にして、今世紀の革命的詩人なりき、彼は詩語を廃して日常の文語に代へ、老朽せる古文派伝奇派を倒して
　
之これ
に代ゆるに健全なる現実主義を以
もっ
てせり。
ほかにも「人名辞典」 「詩集」に、詩人ワーズワースのことや訳詩がみられるし、明治三十年代末までに研究書、訳詩集が刊行されている。
明治
26年（一八九三）７月………………山田武太郎著『万国人名辞典
　
上巻
』博文館蔵に、ワーズワースの項目がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　

＜
 

＜
　　　　
　
（七六）
　
うをるづうをるす
　　
 英国ノ大詩人。一七七〇年、四月七日出生。一七七八年兄ト共ニほお
く＜
す＜
へ
ヅ
づ＜
（ホークスヘッド村）ノ学
校ニ入り
　
十八歳迄ハ其所ニ在学シテ井タ。其
その
中うち
十五歳ノ頃
　
学校ノ休暇ニ「夏期休業」ト題スル詩ヲ書イタ
ガ
　
大イニ教師ナドカラモ賞
ほ
メラレタ。
同年
11月……………………………………
 『湖処子詩集』 （ニツケル文庫
　
第二編
　
右文社）に、ワーズワースの「私らは七人」と「泉（対話） 」の二編
が収められている。後者は、つぎのように訳されている。
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○泉
　　　　　　　
ヲルヅヲルス原作
　　
マシユーとよべる年よりと、
　　
二十に足らぬますらを（りっぱな男子）の、
　　
我と 人はうちとけて、
　　
あなたこなたとあるき り
　　　　
影いとひろき樹の下（樹蔭）の、
　　
芝生のうへにやすらへ（すわった）は。
　　
清き泉のさら〳〵と
000000000
、
　　
わか足もとに流れけり
0000000000
。
　　　　
「いでや翁よ（さあ、おじいさん）もろともに、
　　
なかれにつれて（水の流れに合わせて）歌ひ む。
＊は原田俊孝編『日本におけるワーズワース文献』 （桐原書店、平成２・１）にみられぬもの。
明治期におけるワーズワースに関する最初の単行本は、宮崎八百吉著『ヲルヅヲルス』 （十二文豪
　
第四巻、民友社、明治
26・
10）である。つ
いで比較的まとまった訳詩集として、浦瀬白雨訳『ウォルヅヲォスの詩』 （隆文館、明治
38・７）がある。
前者は、宮崎湖処子（一八六四～一九二二、八百吉は本名。明治期の詩人・小説家・牧師。早稲田にまなび、国民新聞社に入り、健筆をふるっ
た。のち牧師、神学校教授）の述作（全二一〇頁）である。内容は、つぎのようなものである。
ワーズワース年譜
―
詩人前記（第一章～第三章）
―
詩人正記（第一章～第六章）
―
詩人後記（ワーズワースと陶淵明）
さいごの「詩人後記」は、イギリスと中国の田園詩人、隠者を対観したものである。浦瀬白雨の訳詩集には夏目漱石の「序」がついており、 「浦瀬君の訳詩十数篇
　
多くは断篇に過ぎず、
且かつ
其その
措辞構句
　
湖畔詩人の面目を写して
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遺憾なしと
云い
ふ
可べ
からず」という。 「目次」をみると、
―
ワーズワース小伝
―
とはの
命いのち―
嫰どん
葉よう
（わかい葉）の賦
―
ウェストミ
ニママ
スターの
橋きよう
畔は
（はしのたもと）に立ちて
―
鹿しか
飛と
ぶ泉
―
至霊
―
森しん
蔭いん
にて
―
おつゆ
―
野の乙女
―
水すい
仙せん
花か―
美しき夕
―
暮くれ
行ゆ
く空
―
同胞七人
―
蝶に
―
雲ひばり
雀に
―
紅雀に
―
蝶ちよう
追おい
立た
つる知
ち
更こう
鳥ちよう
（こまどりの異名）に
―
我わが
妹いも
子こ
に―
眠ねむり
に―
花子の歌へる
―
海辺に立ちて
―
静かな
る夕
など二十篇収録されている。独歩がワーズワースのことを識るに至った経緯については、いくつかの経
チャンネル
路が考えられる。
まず専門学校在学ちゅうに習った英語教材のうち、 『ユニオン
　
第四、第五読本』やフランシス・Ｈ・アンダーウッドの『英国大家詩文集』に
は、それぞれワーズワース略伝と詩篇一つが収められており、これにふれた可能性がある。またスプレーグの『詩文集』のなかに何が収録されていたのか不明だが、逍遥は『英詩訓釈』 （明治
28年）のなかで、抒情詩二篇
―
「呼
かつこう
子鳥に」 「幼時を憶うて不死を知る歌」を注釈している。
授業中の教師の雑話や講義の かで、ワーズワースのことを耳にしたかも知れない。これが一つの経路。日本においてワーズワースは、クリスチャン あいだで愛好され という（塩田良平「独歩とワーズワース」 ） 。文学者のあいだでワーズワース
が流行したのは、主に民友社、女学雑誌社の雑誌『国民之友』 『女学雑誌』などによってであった。徳富蘇峰（一八六三～一九五七、明治から昭和期の評論家）や、弟蘆
ろか
花（一八六八～一九二七、明治・大正期の小説家）もとも クリスチャンであり、ワーズワースの愛誦家
）1（
（であった。
『国民之友』は、明治二十一年（一八八八）以降、年に一、二回はワーズワースの記事をのせているし、 『女学雑誌』もよく掲載している。明治二十四年（一八九一） ［二十一歳］
―
当時、独歩は東京専門学校英語政治科の一年生であった。かれは一月四日麹町一番町教会で、牧師・植村
正まさ
久ひさ
（一八五八～一九二五）の手によって洗礼をうけた。
この年の日記によく、 『国民之友』をもとめ、よんだという記述をよくみかける。
一月十三日…………『国民之友』第百六号を求め帰り読む。二月三日……… 午後、登校の路
みち
　
神かくら
楽の方
ほう
に回
まわ
り、国民の友を求む。
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五月十三日…………夜国民之友百十七号
　
経済雑誌五百七十一号を読み
五月十四日…… 午前国民之友及び経済雑誌を読む六月三日……… 国民之友旧冊ヲ読ム、……
注・山田美妙訳「韻文、山の翁（一） （二） 」は、明治
24年五月から六月にかけて、第一一八号と第一二一号に掲載された。
　　　　　　　　　
独歩はこの訳詩をよんでいた。これより数ヵ月後「田家文学とは何ぞ」に、美妙訳の一部を引用している。
　　　　
人ごゝろ、この浮世、人の運命、
　　
さま〴〵に考
かうが
へて…………
六月十六日…………午後
　
国民之友
　
経済雑誌来ル
　
読之。
七月十六日…… 午後
　
雑誌を読む。夜国民之友中の得意と失意てふ論文を反覆熟読す。
『女学雑誌』は、専門学校の図書館でよんでいたものか。日記には本誌についての言及がない。明治二十一年（一八八八）六月、 「ヲイヅヲルスの兄妹」の小文が、 『女学雑誌』 （第一一一号）にのっているが、翌年の十二月、同誌の一九一号に「アンビシヨン（野望論） 」を、 「寄書
―
感ず
る処を記して明治二十二年を送る」を一九三号に発表している。諸雑誌の記事によって ワーズワースの人と思想の輪郭を識るに至ったと考えられるのが、二つ目 経路。
青年時代の独歩は、徳富蘇峰や正久から精神的影響をうけ、とくに蔵書家で博識の植村に近づくにつれてワーズワースについての印象が深まっ
たと考えられるという（塩田良平「国木田独歩に及ぼしたワーヅワスの影響（一） 」 。つまりワーズワースの存在を独歩の心奥に植えつけたのは、植村正久でなかったか。 「小生
　
此このごろ
頃
植村正久氏と余程親密になり
　
時々談話に参り
　
ウオーズウオース、
テニソン
其その
他た
詩人哲学者、宗教、文学
の談
だん
尽つ
きず
　
益えき
する処
ところ
少すくな
からず」 （中桐確太郎宛書簡
―
明治
26・９・３付） 。これが三つ目の経路である。
なにはともあれ、独歩がワーズワースの人と思想の概観をあきらかにしえたのは、ワーズワース詩集を手に入れてからである。独歩その人は、
ワーズワース詩集のいかなる版本をもっていた か。この点に関しては、あるていど判明している。つぎに引く がそれである。
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◦
C
om
pletepoeticalw
orksofW
.W
ordsw
orth,IntroductionbyJohnM
orley （
M
acm
illan1888 ）
◦
T
hepoeticalw
orksofW
orthw
orth （
theC
handosC
lassics ）
◦
T
hepoeticalw
orksofW
.W
.IntroductionbyW
illiam
K
night （
M
acm
illan1882 ）
注・塩田良平「国木田独歩に及ぼしたワーヅワスの影響（一） 」より。
明治二十四年（一八九二）三月、東京専門学校を退学した独歩は、両親のいる山口県熊毛郡麻郷村にもどり、翌年ふたたび上京し、八月早稲田
鶴巻町に下宿した。明治二十五年（一八九三）九月二十一日の夜
―
ワーズワース詩集を手に入れ味読した。
　　　　　
小
　　
春
　　
（ （一） ）
十一月某
それのひ
日、自分は朝から書
しよ
斎さい
に籠
こも
って書見をして居た。其
その
書しよ
はヲーズヲルス詩
し
集しう
である、此
この
詩集一冊は
　
自じ
分ぶん
に取りて容易ならぬ関係があるので。
これを手
て
に入
い
れたは既
すで
に八年前のこと（明治
25・９・
21） 、忘
わす
れもせぬ九月二十一日の夜であった。あゝ八年の歳
さい
月げつ
！憶おも
へば夢のやうである（後略）
注・国木田独歩著『武蔵野』 （民友社、明治
34・３） 、三二六頁。
かれはどこの書店で求めたものか、何も語っていない。が、諸作品における引用箇所から考察して、かれが最初に入手したのは、ジョン・モー
リーの序文が付いたマクミラン版（一八八八年刊）と推定されるという（塩田論文） 。
かれは気に入った詩行に、赤や青い線をひいて味読した。独歩は、先に引いたワーズワース詩集三冊のほかに、マシュー・アーノルドが編んだ
『ワーズワース詩集』 （
P
oem
sofW
ordsw
orth,chosenandeditedbyM
athew
A
rnold,M
acm
illanandC
o,L
ondon,1879 ）をもっていたようである。
「Ｋ（国木田独歩）はウオルズウオルスの愛読者
てママ
、マシウ、アアノルドが選んだその選集を
常つね
にその
身み
の
傍
かたわら
去さ
さずに
備そな
へて
置お
いた」 （田山花
袋著『東京の三十年』博文館、大正６・６） 、二〇四頁） 。
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？…………九段下書林
　　
丸善… 日本橋三丁目十四番地
などであり、中西屋書店において、エマーソン（一八〇三～八二、アメリカの評論家・詩人）の
E
ssays （一八四一～四四年刊）を求めている。
九段下の某書店では、スウィントンの万国史、マツカーシーの近代史を購入している。この二冊は、教科書として指定されたものであろう。丸善ではウェブスターの大辞典を十三円も払ってもとめた（明治
24・３） 。
文筆家としての独歩の出発点は、叙情詩人であり、のちに作家に転身した。かれはわが国の古今の作家を師
モデル
表とすることなく、英米仏露の文学
者に学ぼうとした。かれは徳川文学（西鶴や近松）の感化をうけず、紅葉や露伴の作品とも没交渉であった。作品の着想・取りあつかい・作風のおおもとになったものは何かというと、ロシアのツルゲーネフであったり、イギリス ワーズワースであった。独歩は「其
その
本源は何であるかと自
問して、余はワーヅワースに
想そう
到とう
したのである（行きついた） 」と述べている（国木田独歩「不可思議なる大自然」 ［ワーヅワースの自然主義と
余］ ） 。
独歩はワーズワースを発見したことにより、その後のかれの思想や作品にどのような影響をうけたのであろうか。かれはワーズワースの字句を
正しく理解し、その真意をつかむことができ であろうか。もし詩行の理解力がするどく、正しいものであったら、当然かれはワーズワース 魂
この版本は、独歩のワーズワース訳詩集『英文の友
　
自然の心』 （小
川尚栄堂、明治
35・６）の底本になったものである。
独歩がアーノルド選集を手に入れたのは、明治二十九年（一八九六）
以降のようである（塩田良平「独歩とワーズワース」 ） 。
ちなみに 当時洋書を求めたところは、　　
中西屋……神田駿河台下
―
神田表神保町二番地
）11
（。丸善の分身。
和漢書、洋書などを商った。
マシュー・アーノルド編
『ワーズワース詩集』（1879）の表紙。
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の深いところまで入ってゆけるのだが、文字をゆがめて、じぶんなりに解釈していたとしたら、おろかなことである。
独歩にとって自然と人生とは、一つのものであった。分離できないものであった。 「自然を離れてたゞ世間の人間を思ふことは出来なかった」
とのべている（ 「不可思議なる大自然
―
ワーズワースの自然主義と余」 ） 。
ワーズワースの詩人としての特性は、 〝自然 児〟といわれたことである。ランカシャー州のホークスヘッド村で少年時代 すごしていたとき、
日が西の丘陵に沈まんとするころ、ひとり学友とはなれ、丘、雲、樹影などをながめながら川畔を歩いたり、林のなかに入っていったりした。このころは、まだ自然を自然 してみていたにすぎなかった。
が、やがて成人し妹ドロスィとい しょに、自然を友として暮らすうちに、自然観、人間観もかわってきた。すなわち、自然をしみじみとなが
め、その景色をめで、その声 聞くにつれて、そこ 霊の存在
0000
を実感した。それは自然が啓示してくれたものであった。
かれは自然をみるとき、人をみるとき 同じよう その形をみずして、生命をみ かれにとって人も自然も、神 表象であった
）1（
（
。自然の心
を知るにつれて、人間愛をまなぶよう なり、人を区別するこ なく、ありふ た人を愛するようになった。
独歩はワーズワース 発見したことにより、かれを師 、宇宙 神秘や人生 真理
）1（
（を教わった。独歩がワーズワースから学んだ最大の賜物は、
なんといっても自然（天地山水） 観ること
―
自然観照であった。大海原
―
山岳
―
青空
―
樹林
―
野原
―
畑―
湖水
―
河川
―
牧場
などのほか、落日や月
―
日月星
せい
辰しん
（星）などを愛した。
一
　
佐さ
伯いき
における独歩
佐伯は大分県南東部にある市
まち
（当時の人口は五千、いまは七万五千人ほど）である。佐伯は豊後水道にのぞみ
）1（
（
、沿岸部はリアス式海岸（みさき
と入江が複雑に入り込んでいる） なしている。一六〇一年（慶長六）毛
もう
利り
高政が二万石を給せられ、日
ひ
田だ
（大分県西部）からここに移封され
）1（
（
、
城山に鶴谷城を築いたにはじまる。
城郭はいまはなく、わずかに城門をのこすのみであるが、城山（ＪＲ佐伯駅 西方に約二・五キロ）は老木でおおわれ、 〝幽
ゆう
地ち
清せい
閑かん
〟
）1（
（
（奥ぶか
くしずか）の地という。いま天守あとは城山公園として用いられ、そ から佐伯湾 景色が望見できる。
独歩みずからが語っているごとく、佐伯時代はワーズワースを崇拝し ワーズワースに没頭した時代とい （ 「病
びょう
牀しょう
録ろく
」 ） 。かれがわざわざ佐伯
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にやって来たのは、民友社の徳富蘇峰の勧めにより私立の鶴
かく
谷や
学館の教師としてであっ
た。かれが弟・収二とともにこの田舎に到着したのは、明治二十六年（一八九三） ［二十三歳］九月三十日のこ であり、翌年八月一日にこ 地をはなれているから、当地滞在はわずか一年ほどであった。
鶴谷学館の授業は、二部授業であり、英語と数学を一日四時間
―
週二十三時間おし
えた。［昼］
　
午後三時半…………『ナショナル読本二の巻』 （下級生のため）
　　　
〃
四時半…………「
読リーディング
法
」 （テキストについては不明） ［上級生のため］
［夜］
　
〃
八時半より 代数学
　　　
〃
九時半より……『スウィントンの万国史』 （上級生のため）
注・おそらく同書の翻刻本を使用したものであろう。翻刻本は、すでに明治十五年
（一八八二）に刊行されている。
昼間は二十名ほどの生徒のために教え、夜は三十名ほどの勤労者のために授業をおこ
なった。下宿代は二人で月八円、月給は二十五円であり
）1（
（
、余裕のある生活であったよう
だ。
しかし、独歩の言動は、全生徒や町の住民から全幅の信頼をえていたわけでなく、こ
れが身のあだとなり、のちに退職し上京した。
独歩は佐伯のいかなる自然としたしんだのであろう 。佐伯という土地は、川や村落、
丘陵などを除くと、ワーズワースが暮らしたイングランド北西部の湖水地方と似たものはあまり い。けれどワーズワースのふるさとにないものがあった。すなわち
―
古城
―
入り海
―
波―
白帆
―
小さな島などが。かれは陸に接した海洋の美もたのしむ
佐伯の全景『佐伯市史』（昭和49・3）より。
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ことができたのである。
佐伯は
番ばん
匠じょう
川がわ
（大分県東部
―
佩はい
楯たて
山やま
［七五四ｍ］に発して東流、佐伯市で佐伯湾にそそぐ川）の小デルタ（三角州）のうえに形成された旧
城下町であった。ワーズワースとの係わりで、佐伯と多少似たところをあえてイギリスにもとめるとしたら、ランカシア州北西部のモーカム湾に臨む海岸の行楽地であろうか。いずれにせよ佐伯は、山水の美に富んだところであった。
佐伯の町の全
パノラマ
景をうるには城山にのぼり、そこから街並みを俯瞰するのがいちばんであった。かれの眼に入ったものは、町はいうに及ばず
―
番匠川
―
小川
―
小山
―
森―
曲りくねった道路
―
さびし気に静まっている谷と村落
―
湾―
大小の島々などであった。また平地でみる
ものは、営々として働く町民、農夫、漁師、職人らのほか、木こり、百姓娘、枯枝をひろう村娘、子どもたち、物もらいなど、もろもろの民であった。
独歩は佐伯の自然美に魅せられ、ひまがあると、野に山に出かけ、さらに川畔や海岸をあるき回った。かれはたなびく雲、流れゆく河の水、岸
をあらう波、沖をゆく帆船に目をとめたばかりか、山のすがた、樹林、沈みゆく太陽、暗やみを物さみしく射る月光など、番匠川の岸のうえからながめた。かれはこの地において、四季のその折々の風物をたのしんだ。
しかし、やがてかれはそういった、自然のなかをそぞろ歩く生活から、かれの内面生活の世界
―
思想の世界の内奥に入っていった。
人としてかれはいつも煩悶していた。それは宇宙（天地）や人生の問題であっ
た。
一
　
人生の本当の意味とはなにか。
一
　
じぶんはどこから来、どこへ行くのか。
一
　
じぶんとはなにか。
一
　
この大自然のなかで生活し、苦労し、生死をくり返す人間とはなにか。
一
　
 人間をとり囲 でいる
天てん
壌じょう
無む
窮きゅう
（天地とおなじように永遠につづく）の自
然とはなにか。
一
　
自然と人間のふしぎな関係。
スウィントンの『万国史』（翻刻本―明治
23・10刊　大阪　積善館）の表紙。
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独歩は自然の美に耽
たん
溺でき
することから内省的になり、かれの心は人間そのものにむいてゆく。かれは当時のさびしい市街
―
うすぐらい燈火に照
らされた家、月のさし込むあばらや、笑いのもれる家、商店、かじ屋、おけ屋、とこ屋、木賃宿などに住む人びと、さらに番匠川の渡し守り、老いたる樵
きこり
や船頭、物ごい、物売り、安宿でみた哀れな少女、水くみの少年少女など、あらゆる人々を同情をもって見、哀歓をともにしようとした。
独歩のこのような人間観照は、ワーズワースやかれの妹がすなおで飾りけがない村落の住民、無宿者、物ごいと会ったときの態度とおなじであ
った。かれは人知れぬ嘆きに耳をかたむけた。
独歩は佐伯において、ワーズワース 詩の世界を追体験した
00000000000000000
。かれはこの地においてワーズワースの眼をもって
000000000000
、かれが描くような人間と題材
0000000000000
をみつけたのである
000000000
。また改めて自然を観ることをまなび、さらに人生の悲哀を知った。またワーズワースの詩のもととなる着想に導びかれ、自
然をじっくりまなんだ。
注（１）古川正
まさ
辰とき
の「四神知名録」にいう。
（２）村尾正靖の「江戸近郊道しるべ」にいう。（３）高橋源一郎編『武蔵野歴史地理
　
総論
　　
東京北郊
　
第一冊』 （有峰書店、昭和
46・
11） 、三三七頁。
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本定
　
国木田独歩全集
　
別巻二』 （学習研究社、平成
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17・９） 、一二頁。
（７）田村江東「早稲田時代」 『
本定
　
国木田独歩全集
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41・８）
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地誌篇』 （大分県、平成元・３） 、六〇九頁。
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追記　
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